
一葉日記における和歌と散文

要　

旨

　

樋
口
一
葉
は
『
た
け
く
ら
べ
』
や
『
に
ご
り
え
』
な
ど
の
名
作
を
残
し
た
明
治
の
小
説
家
と
し
て
名

高
い
が
、
十
代
の
半
ば
か
ら
、
歌
塾
「
萩
の
舎
」
に
入
門
し
て
、
和
歌
や
王
朝
文
学
や
書
道
な
ど
、
古

典
の
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
。

　

一
葉
が
明
治
二
十
年
か
ら
書
き
始
め
た
日
記
は
、
当
初
は
、
萩
の
舎
で
の
修
学
と
、
同
門
の
女
性
た

ち
と
の
交
流
が
、
中
心
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
小
説
の
執
筆
を
志
し
、
半
井
桃
水
に
師
事
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
執
筆
の
苦
労
や
、
桃
水
に
対
す
る
思
慕
の
念
が
、
日
記
に
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次

第
に
思
索
的
な
深
ま
り
が
見
ら
れ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
雑
誌
『
文
学
界
』
に
小
説
を
寄
稿
す
る
よ
う
に

な
る
明
治
二
十
六
年
以
後
は
、「
文
学
界
」
同
人
の
青
年
た
ち
と
の
交
流
が
、
一
葉
の
文
学
世
界
の
視

野
を
広
げ
、
世
の
中
や
人
生
に
対
す
る
感
慨
を
日
記
に
書
く
こ
と
も
、
折
に
触
れ
て
多
く
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
樋
口
一
葉
が
、
明
治
二
十
九
年
に
亡
く
な
る
二
ヶ
月
前
ま
で
書
き
継
い
で
い
っ
た
厖

大
な
日
記
は
、
一
葉
文
学
の
生
成
と
展
開
を
垣
間
見
る
、
貴
重
な
「
長
編
作
品
」
と
も
見
な
し
う
る
。

　

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
一
葉
の
日
記
の
中
で
、
思
索
的
な
側
面
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る

箇
所
に
注
目
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
一
葉
日
記
に
は
「
散
文
＋
和
歌
」
と
い
う
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の

ス
タ
イ
ル
で
書
か
れ
た
箇
所
が
散
見
さ
れ
、
そ
こ
に
一
葉
の
、
そ
の
時
々
の
思
索
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
集

約
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
表
現
ス
タ
イ
ル
を
「
歌か

文ぶ
ん

」
と
呼
称
し
て
、
主
要
な
も
の
を
順
に
取
り
上
げ
な
が

ら
、「
歌
文
ス
タ
イ
ル
」
と
い
う
一
葉
独
自
の
表
現
様
式
か
ら
窺
わ
れ
る
、
一
葉
の
思
索
の
跡
を
辿
っ

て
み
た
。は

じ
め
に

　

樋
口
一
葉
（
一
八
七
二
〜
九
六
）
は
、
現
代
で
は
『
た
け
く
ら
べ
』『
に
ご
り
え
』『
大
つ
ご

も
り
』『
十
三
夜
』
な
ど
を
著
し
た
小
説
家
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
一

葉
が
没
し
て
わ
ず
か
一
ヶ
月
余
り
の
明
治
三
十
年
一
月
に
、
博
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
校
訂

一
葉
全
集）

1
（

』
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
略
伝
で
は
、「
歌
（
＝
和
歌
）
を
善よ

く
し
、
文
（
＝
小

説
・
散
文
）
を
善
く
し
、
兼か

ね

て
書
（
＝
書
道
）
を
善
く
す
」
と
あ
り
、
一
葉
の
文
学
業
績
の
筆

頭
に
は
、
和
歌
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

実
際
、
一
葉
の
文
学
的
な
出
発
は
、
明
治
十
九
年
に
、
満
十
四
歳
で
、
中な

か

島じ
ま

歌う
た

子こ

の
歌
塾
で

あ
る
「
萩は
ぎ

の
舎や

」
に
入
門
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
萩
の
舎
は
、
和
歌
を
中
心
と
し
て
、
古

典
や
書
道
も
教
え
る
私
塾
だ
っ
た
。
翌
明
治
二
十
年
一
月
か
ら
、
一
葉
が
付
け
始
め
た
日
記

は
、
亡
く
な
る
二
ヶ
月
前
ま
で
断
続
的
に
書
き
続
け
ら
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
日
記
が
書
か
れ
た

き
っ
か
け
も
、
萩
の
舎
で
の
歌
会
や
、
同
門
の
女
性
た
ち
と
の
交
流
な
ど
を
記
す
こ
と
だ
っ

た
。
ま
た
、
一
葉
は
、
多
忙
や
病
気
に
よ
り
、
通
塾
で
き
な
い
時
期
が
何
度
も
あ
っ
た
が
、
亡

く
な
る
ま
で
、
萩
の
舎
の
門
人
で
あ
っ
た
。

　

一
般
的
に
は
小
説
家
と
目
さ
れ
る
一
葉
で
あ
る
が
、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
、
和
歌
と
日
記

は
、
両
輪
と
な
っ
て
、
最
晩
年
ま
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏

ま
え
て
、
樋
口
一
葉
の
日
記
に
散
見
さ
れ
る
「
和
歌
」
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
葉
が

和
歌
と
散
文
を
ど
の
よ
う
に
融
合
さ
せ
て
、
自
分
の
文
体
を
形
成
し
て
い
っ
た
か
を
、
本
稿
で

は
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

年
月
日
が
明
記
さ
れ
て
い
る
日
記
帖
以
外
に
、
日
付
な
し
で
書
か
れ
た
断
章
も
あ
り
、
そ
れ

ら
か
ら
も
一
葉
の
内
面
が
窺
わ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
双
方
を
含
め
て
「
一
葉
日
記
」
と
総

称
し
て
、
考
察
の
対
象
と
し
た
い
。「
一
葉
日
記
」
に
は
、
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
和

歌
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
際
に
、
日
記
の
余
白
な
ど
に
、
ま
と
め
て
何

首
か
の
和
歌
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
日
記
の
ひ

と
ま
と
ま
り
の
散
文
記
述
の
末
尾
に
和
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。「
一
葉
日
記
」

の
中
か
ら
、
散
文
の
末
尾
に
和
歌
を
一
首
添
え
る
と
い
う
記
述
ス
タ
イ
ル
で
書
か
れ
た
箇
所
を

中
心
に
概
観
し
、
そ
の
内
容
と
表
現
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

文
学
史
の
上
で
は
、
江
戸
時
代
の
松
尾
芭
蕉
や
横よ

こ

井い

也や

有ゆ
う

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
散
文
に
俳

句
を
添
え
た
「
俳
文
」
や
、
大お

お

田た

南な
ん

畝ぽ

の
『
四よ

方も

の
あ
か
』
の
よ
う
に
、
散
文
に
狂
歌
を
添
え

た
「
狂

き
よ
う

文ぶ
ん

」
な
ど
、
散
文
と
韻
文
が
融
合
し
た
文
芸
ス
タ
イ
ル
が
、
す
で
に
存
在
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
も
視
野
に
収
め
て
、「
一
葉
日
記
」
に
散
見
さ
れ
る
、「
散
文
＋
和

歌
」
の
ス
タ
イ
ル
で
書
か
れ
た
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
表
現
を
「
歌か

文ぶ
ん

」
と
名
付
け
る
こ
と
に
し

た
い
。
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近
代
以
前
の
古
典
文
学
に
お
け
る
「
俳
文
」
や
「
狂
文
」
な
ど
に
も
適
宜
言
及
し
て
、
比
較

検
討
し
な
が
ら
考
察
す
る
こ
と
は
、
散
文
と
和
歌
が
融
合
し
た
、
一
葉
の
「
歌
文
」
ス
タ
イ
ル

の
独
自
性
を
明
ら
か
に
し
、
文
学
史
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
一
葉
の
「
歌
文
」
の
内
容
を
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
一
葉
の
「
歌
文
」
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
テ
ー
マ

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
萩
の
舎
と
関
わ
る
「
歌
文
」。
こ
れ
は
、
比
較
的
長
い
分
量
で
書
か
れ
、
歌か

会か
い

（
和
歌
の
優
劣
を
競
う
会
）
の
あ
り
さ
ま
や
、
近
郊
の
散
策
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
一
葉
が
小
説
の
執
筆
を
志
し
て
師
事
し
た
、
半

な
か
ら

井い

桃と
う

水す
い

へ
の
思
慕
と
苦
悩
を
テ
ー

マ
と
す
る
「
歌
文
」。

　

第
三
に
、
文
学
同
人
誌
で
あ
る
『
文
学
界
』
の
青
年
た
ち
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
、
人
生

観
・
人
間
観
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
歌
文
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
「
歌
文
」
は
、
一
葉
文
学
の
生
成
と
展
開
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
樋
口
一
葉
に
お
け
る
思
想
基
盤
と
し
て
の
『
徒
然
草
』
の
存
在
感
を
背
後
に
感
じ
さ
せ
る

「
歌
文
」
に
注
目
し
た
い
。
さ
ら
に
は
、
現
実
感
覚
と
虚
無
感
の
鬩
ぎ
合
い
が
明
瞭
に
書
か
れ

て
い
る
「
歌
文
」
も
あ
り
、
一
葉
の
思
索
家
・
思
想
家
と
し
て
の
側
面
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
歌
文
」
と
い
う
記
述
ス
タ
イ
ル
に
注
目
し
て
分
析
す
る
と
、
一
葉
文
学
の

内
的
領
域
に
新
た
な
光
を
当
て
、
一
葉
の
心
の
深
淵
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
思
う
。 

  

な
お
、
本
稿
で
「
一
葉
日
記
」
と
総
称
す
る
日
記
類
、
お
よ
び
和
歌
詠
草
、
小
説
な
ど
、
樋

口
一
葉
の
著
作
の
引
用
は
、『
樋
口
一
葉
全
集
』（
筑
摩
書
房
）
に
よ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
刊
本

も
、
適
宜
参
照
し
た）

2
（

。

一　
「
身
の
ふ
る
衣　

ま
き
の
い
ち
」
に
お
け
る
和
歌
と
散
文

　
「
一
葉
日
記
」
の
第
一
冊
は
、
草
稿
の
散
逸
に
よ
り
、
新
世
社
版
『
樋
口
一
葉
全
集
』
第
四

巻
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
身
の
ふ
る
衣　

ま
き
の
い
ち
」
の
本

）
3
（

文
が
、『
樋
口
一
葉
全
集
』（
以

下
、「
筑
摩
全
集
」「
全
集
」
と
略
称
す
る
場
合
が
あ
る
）
の
第
三
巻
上
に
再
載
さ
れ
て
い
る
。

　

筑
摩
全
集
の
当
該
日
記
に
対
す
る
﹇
補
注
﹈
で
は
、「
こ
の
日
記
は
、
主
と
し
て
萩
の
舎
の

稽
古
歌
会
を
記
録
し
た
も
の
で
、
不
馴
れ
な
和
文
を
用
い
て
書
か
れ
て
お
り
」）

4
（

、
と
あ
る
。
確

か
に
、
こ
の
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
冒
頭
部
の
日
付
は
、
明
治
二
十
年
一
月
十
五
日
を
始
め
と

し
て
、
飛
び
飛
び
に
、
二
十
二
日
、
二
十
九
日
、
二
月
五
日
、
十
二
日
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
土

曜
日
ご
と
の
萩
の
舎
の
稽
古
日
の
日
付
で
あ
る
。

　

当
日
の
客
員
歌
人
の
名
前
や
、
和
歌
の
高
点
を
取
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
ご
く
簡
単
に
書
か
れ

て
い
る
だ
け
で
、
一
葉
が
詠
ん
だ
和
歌
は
、
日
記
に
書
き
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

け
れ
ど
も
、
二
月
十
九
日
か
ら
は
、
急
に
記
述
が
詳
細
に
な
る
。
発
会
を
二
日
後
に
控
え

て
、
門
弟
の
若
い
女
性
た
ち
が
交
わ
す
衣
裳
談
義
、
そ
れ
を
傍
ら
で
聞
く
一
葉
、
帰
宅
後
の
両

親
と
の
会
話
な
ど
が
、
連
続
し
て
書
か
れ
る
。
そ
れ
に
引
き
続
い
て
、
一
気
に
、
二
月
二
十
一

日
の
発
会
当
日
の
一
葉
の
心
境
、
門
弟
た
ち
の
豪
華
な
衣
裳
と
「
わ
が
ふ
る
衣
」
の
対
比
、
そ

し
て
「
月
前
柳
」
と
い
う
題
で
六
十
余
人
の
出
席
者
が
詠
ん
だ
歌
の
中
で
、
自
分
の
歌
が
最
高

点
で
あ
っ
た
と
い
う
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
と
、
間
断
な
く
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

最
高
点
を
取
っ
た
和
歌
自
体
は
、
日
記
に
記
入
し
て
い
な
い
が
、「
身
の
ふ
る
衣　

ま
き
の

い
ち
」
は
、
発
会
で
最
高
点
を
取
っ
た
と
い
う
、
晴
れ
が
ま
し
い
出
来
事
を
記
念
し
た
日
記
で

あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
一
葉
が
萩
の
舎
に
入
門
し
た
の
は
、
前
年
の
明
治
十
九
年
八
月
か
ら
で

あ
る
の
で
、
わ
ず
か
半
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
日
付
は
、
二
月
二
十
六
日
、
三
月
五
日
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
萩
の
舎
の
稽
古
日
で

あ
る
。
二
十
六
日
は
、「
此
の
日
、
如い

か
が何

な
り
し
か
覚
え
ず
」
と
い
う
だ
け
の
記
述
で
あ
る
し
、

五
日
は
高
点
を
取
っ
た
歌
を
、
歌
人
の
鈴
木
重
嶺
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
短
い
記

事
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
後
に
書
か
れ
て
い
る
四
月
十
六
日
の
記
事
は
、
萩
の
舎
の
稽
古
日
に
急
遽
行

わ
れ
た
、
小
石
川
の
植
物
園
へ
の
花
見
の
散
策
の
こ
と
が
、
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
伝
通
院

の
中
を
抜
け
て
近
道
を
す
る
場
面
は
、
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
、
一
葉
の
表
現
力
の
片
鱗
が
感

じ
ら
れ
る
。

　

篠し
の

竹だ
け

・
小を

笹ざ
さ

な
ど
、
間ま

無な

く
生お

ひ
茂し
げ

り
て
、
道み
ち

踏ふ

み
分わ

け
む
方か
た

も
無な

し
。
遙は
る

か
に
見み

渡わ
た

せ
ば
、
四よ

方も

の
山や
ま

の
端は

、
靉あ
い

靆た
い

と
し
て
、
霞
か
す
み

棚た
な

引び

き
、
近
き
小を

山や
ま

田だ

に
は
、
里さ
と

の
髫う
な
ゐ髪

の
、
若わ

か

菜な

摘つ

む
に
、
い
と
ど
飽あ

く
所と
こ
ろ、
無な

け
れ
ど）

5
（

、（
下
略
）

　

雲
や
霞
が
棚
引
く
こ
と
を
表
す
「
靉あ
い

靆た
い

」
や
、
幼
い
子
を
表
す
「
髫う
な
ゐ髪

」
な
ど
の
古
語
を
使

っ
て
お
り
、
風
雅
な
文
体
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
日
の
日
記
に
は
、
萩
の
舎
の
人
々
が
、
植

物
園
の
桜
の
枝
を
思
い
思
い
に
折
り
取
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
葉
は
、
日
陰
に
生
え
て
い
た
楓

の
若
木
を
抜
い
て
自
分
の
庭
に
移
し
植
え
て
大
き
く
育
て
よ
う
と
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
。

　

桜
の
枝
を
折
り
取
る
と
い
う
心
な
い
行
為
は
、『
徒
然
草
』
第
百
三
十
七
段
で
も
、
批
判
的

に
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
若
き
日
の
一
葉
に
も
、
兼
好
と
共
通
す
る
感
受
性
が
見
ら

れ
る）

6
（

。
こ
の
こ
と
は
、
本
稿
で
後
述
す
る
よ
う
な
一
葉
の
「
歌
文
」
に
、『
徒
然
草
』
と
通
底
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す
る
思
想
的
側
面
が
徐
々
に
表
れ
て
く
る
こ
と
の
萌
芽
と
し
て
、
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　
「
身
の
ふ
る
衣　

ま
き
の
い
ち
」
は
、
こ
の
植
物
園
散
策
記
事
の
後
は
、
翌
週
二
十
三
日
の

稽
古
日
の
日
記
に
、「
落
花
道
を
埋
む
」
と
い
う
題
が
出
て
、
坂
本
房
子
が
詠
ん
だ
、「
白
雪
の

中
を
分わ

け
行ゆ

く
心こ
こ
ち地

か
な
散
り
に
散
り
た
る
山
桜
花
」
と
い
う
和
歌
を
書
き
記
し
て
、
素
晴
ら

し
い
歌
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
身
の
ふ
る
衣　

ま
き
の
い
ち
」
に
書
か
れ
て
い
る
和
歌
は
、
こ
の
一
首
の
み
で
あ
り
、
一

葉
は
自
作
の
和
歌
を
一
首
も
書
い
て
い
な
い
。
日
記
の
記
事
自
体
も
、
次
は
八
月
二
十
五
日
に

飛
び
、
歌
合
の
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
参
加
者
の
名
前
を
挙
げ
た
途
中

で
、
終
わ
っ
て
い
る
。
筑
摩
全
集
の
底
本
と
な
っ
た
新
世
社
版
の
全
集
で
、「
右
の
方
、
人
々

ふ
そ
く
…
…
（
以
下
缼
）」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
最
初
の
日
記
で
あ
る
「
身
の
ふ
る
衣　

ま
き
の
い
ち
」
の
時
点
で
は
、
一
葉

は
、
萩
の
舎
の
稽
古
日
の
記
録
と
し
て
日
記
を
書
い
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
日
常
生
活
の
こ
と

な
ど
は
書
い
て
い
な
い
。
和
歌
も
、
他
の
門
人
の
歌
一
首
を
、
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

発
会
で
の
最
高
点
の
こ
と
と
、
植
物
園
散
策
の
こ
と
も
、
萩
の
舎
に
入
門
し
た
か
ら
こ
そ
の

体
験
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
箇
所
に
は
、
情
景
描
写
も
、
自
己
の
心
理
の
描
写
も
、

詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
筑
摩
全
集
の
補
注
に
あ
っ
た
、「
不
馴
れ
な
和
文
を
用
い
て
」

と
い
う
評
は
当
て
嵌
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
、
新
世
社
版
の
小
島
政
二
郎
に
よ
る
脚
注
に
、「
こ
の

日
記
は
、
既
刊
の
日
記
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
な
い
。
文
章
も
思
想
も
未
だ
幼
稚
で

あ
る
こ
と
は
、
一
見
し
て
誰
に
も
頷
け
る
も
の
が
あ
る
と
思
ふ
」
と
あ
る
こ
と
と
、
関
連
し
て

い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る）

7
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。

二　
「
若
葉
か
げ
」
に
お
け
る
歌
文
と
散
策
記

　
「
若
葉
か
げ
」
は
、「
一
葉
日
記
」
の
二
番
目
の
日
記
帖
で
あ
る
。
明
治
二
十
四
年
四
月
十
一

日
か
ら
六
月
二
十
四
日
ま
で
、
二
ヶ
月
余
り
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

最
初
の
日
記
「
身
の
ふ
る
衣　

ま
き
の
い
ち
」
以
来
、
四
年
近
く
が
経
過
し
、
こ
の
間
一
葉

の
身
辺
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
長
兄
泉
太
郎
の
死
（
明
治
二
十
年
十
二
月
二
十
七
日
）、

父
則
義
の
死
（
明
治
二
十
二
年
七
月
十
二
日
）、
そ
の
後
に
は
、
旧
知
の
渋
谷
三
郎
と
の
縁
談

話
の
消
滅
、
明
治
二
十
三
年
五
月
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
一
葉
と
母
と
妹
の
三
人
が
同
居
し
て
い

た
次
兄
虎
之
助
の
家
を
離
れ
て
、
一
葉
は
萩
の
舎
の
内
弟
子
と
な
り
中
島
歌
子
の
家
に
住
み
込

む
な
ど
、
慌
た
だ
し
い
日
々
だ
っ
た
。

　

そ
の
内
弟
子
生
活
も
切
り
上
げ
て
、
本
郷
菊
坂
町
に
母
娘
三
人
で
水
入
ら
ず
の
暮
ら
し
を
始

め
た
の
が
、
明
治
二
十
三
年
の
九
月
末
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
人
生
の
流
転
期
と
も
言
え
る
よ
う
な
歳
月
の
中
で
は
、
日
記
を
書
く
こ
と
も

ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、「
若
葉
か
げ
」
を
書
く
き
っ
か
け
は
、
小
説
の
執
筆
に
よ

っ
て
生
計
を
立
て
よ
う
と
志
し
て
、
半
井
桃
水
に
師
事
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

執
筆
の
苦
労
、
家
族
や
萩
の
舎
の
人
々
か
ら
誤
解
さ
れ
た
桃
水
と
の
交
際
。
こ
の
二
つ
の
こ

と
が
一
葉
の
心
の
苦
悩
と
な
り
、
そ
れ
を
吐
露
す
る
場
と
し
て
、
日
記
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
「
若
葉
か
げ
」
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
、
序
文
の
よ
う
な
、
改
ま
っ
た
書
き
出
し
の
文
章
に

は
、
そ
の
末
尾
に
一
首
の
自
作
和
歌
が
添
え
ら
れ
、
こ
こ
に
一
葉
の
「
歌
文
」
の
原
型
が
誕
生

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
下
に
そ
の
原
文
を
引
用
し
、
序
文
に
込
め
ら
れ
た
内
面
の
吐
露
と
、
一
葉
の
心
意
気
に
触

れ
て
み
た
い
。

　

花
に
憧あ

く
がれ

、
月
に
浮
か
ぶ
、
折を
り

々を
り

の
心
、
を
か
し
き
も
、
稀ま
れ

に
は
有あ

り
。
思
ふ
事こ
と

、
言

は
ざ
ら
む
は
、
腹は

ら

膨ふ
く

る
る
て
ふ
喩た
と

へ
も
侍は
べ

れ
ば
、
己お
の

が
心
に
、
嬉う
れ

し
と
も
、
悲
し
と
も
、

思
ひ
余あ

ま

り
た
る
を
、
洩も

ら
す
に
な
む
。
然さ

る
は
、
元も
と

よ
り
、
世
の
人
に
見
す
べ
き
物
な
ら

ね
ば
、
筆ふ

で

に
花は
な

無な

く
、
文ふ
み

に
艶つ
や

無な

し
。
唯た
だ

、
其そ

の
折を
り

々を
り

を
、
自お
の

づ
か
ら
な
る
か
ら
、
或あ
る

は
、
強あ
な
がち

に
、
一ひ
と
り人

誉ぼ

め
し
て
、
今い
ま

更さ
ら

に
、
面お
も

無な

き
も
有あ

り
。
無む

下げ

に
、
卑い
や

し
う
て
、
物も
の

笑わ
ら

ひ
な
る
も
、
多
か
り
。
名な

の
み
事こ
と

々ご
と

し
う
、「
若わ
か

葉ば

か
げ
」
な
ど
言
ふ
も
の
か
ら
、
行ゆ
く

末す
ゑ

繁し
げ

れ
の
祝い
は

ひ
心ご
こ
ろに
は
、
侍は
べ

ら
ず
か
し
。

　
　

卯う

の
花
の
憂う

き
世
の
中
の
う
れ
た
さ
に
己お
の

れ
若わ
か

葉ば

の
陰か
げ

に
こ
そ
住す

め）
8
（

　

季
節
や
自
然
の
美
し
さ
を
感
じ
た
時
、
人
は
自
分
の
心
に
湧
き
上
が
っ
て
く
る
思
い
を
書
か

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。「
思
ふ
事
、
言
は
ざ
ら
む
は
、
腹
膨
る
る
て
ふ
喩
へ
も
侍
れ
ば
」
と
か
、

「
元
よ
り
、
世
の
人
に
見
す
べ
き
物
な
ら
ね
ば
」
な
ど
と
い
う
表
現
は
、
明
ら
か
に
、『
徒
然

草
』
第
十
九
段
の
「
思お

ぼ

し
き
事こ
と

言
は
ぬ
は
、
腹
膨ふ
く

る
る
業わ
ざ

な
れ
ば
、（
中
略
）
人
の
見
る
べ
き

に
も
あ
ら
ず
」
と
い
う
部
分
に
拠
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
自
分
が
書
く
表
現
に
は
華
や
か
さ
は
な
く
、
た
と
え
、
書
い
た
と
し
て
も
世

間
の
物
笑
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
若
葉
の
陰
と
い
う
意
味
の
日
記
の
題
名
も
、
行
く
末
が
茂
る
よ

う
に
と
の
意
で
は
な
い
の
だ
と
、
一
旦
、
身
を
屈
め
る
姿
勢
を
示
し
て
は
い
て
も
、
そ
れ
ら
は

言
葉
の
綾
で
あ
り
、
こ
の
日
記
に
は
、
他
な
ら
ぬ
自
分
自
身
の
お
の
ず
か
ら
な
る
心
の
真ま
こ
とを

書

い
て
ゆ
こ
う
と
い
う
決
意
が
滲
む
。

　

そ
の
決
意
の
後
ろ
盾
と
な
っ
て
い
る
の
が
、『
徒
然
草
』
第
十
九
段
の
一
節
な
の
だ
か
ら
、
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一
葉
は
何
を
恥
じ
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
序
文
の
末
尾
に
置
い
た
和
歌
は
、「
卯
の
花
」
に
「
憂
し
」
を
響
か

せ
、「
す
め
」
に
は
「
住
め
」
と
「
澄
め
」
を
掛
詞
に
し
て
、
華
や
か
に
世
間
で
活
躍
す
る
よ

り
も
、
若
葉
の
陰
に
隠
れ
て
、
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
た
い
と
い
う
、
隠
遁
志
向
的
な
生
き

方
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
憂
き
世
の
中
の
う
れ
た
さ
」
と
は
、
憂
き
世
の
辛
さ
を
恨
め
し
く
感

じ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

序
文
の
文
章
の
「
張
り
」
と
、
そ
れ
を
静
か
に
受
け
止
め
る
一
首
の
和
歌
。
そ
の
両
者
が
相

俟
っ
た
こ
の
歌
文
が
、
新
た
な
文
学
世
界
を
開
示
し
て
い
る
。
日
記
「
若
葉
か
げ
」
の
冒
頭
部

を
「
一
葉
歌
文
」
の
最
初
の
作
品
と
認
定
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
序
文
に
続
い
て
書
き
始
め
ら
れ
る
「
若
葉
か
げ
」
の
最
初
の
日
記
は
、
四

月
十
一
日
の
記
事
で
あ
る
。

　
「
隅
田
川
花
見
の
宴
」
を
中
心
に
、
菊
坂
の
家
を
、
妹
と
一
緒
に
出
発
し
て
か
ら
、
夕
方
、

帰
路
に
就
く
ま
で
の
一
日
の
出
来
事
と
そ
の
情
景
を
、
華
や
か
に
書
き
綴
り
、
そ
の
中
に
和
歌

も
点
綴
す
る
長
大
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
日
の
日
記
は
、
一
般
に
「
歌
文
」
と
呼
称
さ

れ
る
従
来
の
文
学
ス
タ
イ
ル
、
つ
ま
り
、
和
歌
的
な
文
章
と
、
そ
の
中
に
和
歌
も
何
首
か
入
っ

て
い
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

　

文
学
史
を
溯
る
と
、
仮
名
日
記
の
最
初
の
作
品
と
さ
れ
る
紀
貫
之
の
『
土
佐
日
記
』
が
、
す

で
に
散
文
と
和
歌
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
記
述
で
あ
り
、
日
付
を
持
つ
日
誌
で
あ
っ
た
。『
土
佐

日
記
』
は
、
紀
貫
之
が
土
佐
の
国
司
の
任
期
を
終
え
て
、
舟
で
上
京
す
る
旅
日
記
で
あ
る
。
以

後
の
紀
行
文
学
で
も
、『
土
佐
日
記
』
の
よ
う
に
、
日
々
の
旅
の
情
景
を
書
き
綴
る
文
章
と
和

歌
の
融
合
し
た
ス
タ
イ
ル
が
定
型
と
な
っ
た
。

　

近
世
に
な
っ
て
書
か
れ
た
「
歌
文
」
を
集
め
た
も
の
に
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
『
近
世

歌
文
集
』
上
・
下
（
岩
波
書
店
）
が
あ
る
。
上
巻
の
冒
頭
は
、
烏
丸
光
広
（
一
五
七
九
〜
一
六

三
八
）
の
『
春
の
曙
』
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
光
広
が
京
都
か
ら
江
戸
に
下
向
し
た
時
の
紀

行
文
で
あ
り
、
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
二
月
六
日
に
京
都
を
発
っ
て
、
同
十
九
日
に
品
川

に
着
く
ま
で
の
毎
日
、
散
文
の
中
に
和
歌
だ
け
で
な
く
漢
詩
や
狂
歌
も
交
え
て
書
き
綴
っ
た
作

品
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
が
、
従
来
は
「
歌
文
」
形
式
の
典
型
と
し
て
、
認
識
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
先
ほ
ど
、
散
文
の
末
尾
に
和
歌
一
首
を
添
え
た
「
若
葉
か
げ
」
の
序
文
を

「
一
葉
歌
文
」
の
ス
タ
ー
ト
と
し
た
の
は
、
た
と
え
ば
松
尾
芭
蕉
の
俳
文
や
、
そ
れ
に
強
い
影

響
を
受
け
た
横
井
也
有
の
俳
文
、
そ
し
て
そ
れ
ら
也
有
の
俳
文
を
『
鶉
衣
』
と
し
て
出
版
刊
行

し
た
大
田
南
畝
に
お
け
る
狂
文
集
『
四
方
の
あ
か
』
な
ど
を
念
頭
に
置
い
て
み
る
と
、
一
葉
歌

文
は
、
こ
れ
ら
の
系
列
、
す
な
わ
ち
、
俳
文
や
狂
文
の
よ
う
に
、
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
短

く
ま
と
ま
っ
た
分
量
で
文
章
を
書
く
系
列
に
位
置
す
る
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
把
握
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
私
見
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

な
お
、「
若
葉
か
げ
」
の
冒
頭
の
日
記
で
は
、
上
野
の
桜
を
見
て
、「
山
桜
今
年
も
匂
ふ
花は

な

影か
げ

に
散
り
て
帰
ら
ぬ
君
を
こ
そ
思
へ
」
と
即
興
で
詠
み
、
一
葉
姉
妹
は
亡
き
父
の
こ
と
を
偲
ん
で

い
る
。
上
野
か
ら
は
人
力
車
で
隅
田
川
ま
で
行
き
、
白
鬚
神
社
、
木
母
寺
、
長
命
寺
、
三
囲
神

社
な
ど
を
見
て
い
る
。
長
命
寺
で
は
母
へ
の
土
産
に
桜
餅
を
求
め
て
妹
に
渡
し
、
三
囲
神
社
で

妹
と
別
れ
て
、
萩
の
舎
の
女
弟
子
の
家
に
行
く
と
、
す
で
に
門
弟
の
子
女
た
ち
が
集
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
高た

か

殿ど
の

で
、
打
ち
上
げ
花
火
を
、
上
の
句
・
下
の
句
の
連
歌
の
付
け
合
い
で
詠
み
合
っ

た
り
、
隅
田
川
堤
の
桜
を
遠
望
し
た
り
、
帝
国
大
学
の
競
艇
を
応
援
し
た
り
、
風
雅
な
団ま

ど

居い

で

あ
る
。

　

妹
と
の
花
見
か
ら
萩
の
舎
の
雅
宴
へ
と
場
面
が
大
き
く
転
換
す
る
が
、
一
葉
は
こ
の
二
つ
の

世
界
の
両
方
に
属
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
日
の
日
記
の
叙
述
も
、
ご
く
さ
さ
や
か
で
は
あ

る
が
、
日
頃
の
住
ま
い
を
離
れ
て
出
掛
け
る
点
で
は
、
小
さ
な
紀
行
文
の
一
種
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
を
思
え
ば
、
一
葉
は
、
そ
の
よ
う
な
韻
文
を
織
り
交
ぜ
て
散
文
を
綴
る
従
来
型

の
歌
文
ス
タ
イ
ル
を
、
す
で
に
我
が
物
と
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

け
れ
ど
も
、
本
稿
で
「
歌
文
」
と
呼
称
す
る
一
葉
の
作
品
群
は
、
従
来
の
型
の
歌
文
と
は
異

な
る
、
新
た
な
歌
文
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
の
論
述
の
中
で
は
、「
従
来
型
歌
文
」
と

の
区
別
の
た
め
に
、「
一
葉
歌
文
」
と
呼
称
し
た
い
。「
一
葉
歌
文
」
と
は
、
単
に
和
歌
的
な
文

章
で
書
き
綴
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
あ
る
程
度
の
分
量
を
持
つ
散
文
の
所
々
に
和
歌
が

挿
入
さ
れ
て
い
る
作
品
で
も
な
い
。
ま
さ
に
、
芭
蕉
・
也
有
・
南
畝
た
ち
の
小
品
ス
タ
イ
ル
で

あ
る
、
俳
句
や
狂
歌
が
文
末
に
一
句
、
ま
た
は
一
首
置
か
れ
て
、
散
文
と
韻
文
が
響
き
合
い
、

拮
抗
す
る
と
い
う
文
芸
ス
タ
イ
ル
の
近
代
に
お
け
る
新
た
な
成
果
と
し
て
、「
一
葉
歌
文
」
を

日
本
文
学
史
の
中
に
位
置
づ
け
た
い
と
思
う
。

三　
「
一
葉
歌
文
」
の
独
自
性

　

以
上
、
文
学
史
に
お
け
る
紀
行
文
・
俳
文
・
狂
文
の
系
譜
の
一
つ
の
新
た
な
支
脈
と
し
て
、

一
葉
が
書
い
た
「
散
文
＋
和
歌
」
を
、「
一
葉
歌
文
」
と
総
称
す
る
こ
と
の
意
味
と
意
義
を
述

べ
た
。

　

次
に
、「
一
葉
歌
文
」
の
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
や
独
自
性
な
ど
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。

　

ま
ず
、「
一
葉
歌
文
」
が
ど
の
よ
う
な
所
に
見
出
さ
れ
る
か
、
分
類
し
て
み
た
。
と
い
う
の

は
、「
散
文
＋
和
歌
」
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
一
葉
全
集
の
あ
ち
こ
ち
に
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一葉日記における和歌と散文

散
在
し
て
お
り
、
一
箇
所
に
ま
と
ま
っ
て
出
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
こ

と
は
、
一
葉
自
身
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
の
歌
文
を
、
明
確
に
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
可

能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
本
人
自
身
が
無
意
識
で
あ
っ
て
も
、
特
徴
的
な
表
現
ス
タ

イ
ル
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
文
学
世
界
の
一
端
に
光
を
当
て

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
分
類
に
な
っ
た
。

（
A
）　

詠
草
の
詞
書

（
B
）　

日
記
の
記
述
の
中
に
見
ら
れ
る
「
歌
文
」

（
C
）　

日
付
の
な
い
断
章
の
中
に
見
ら
れ
る
「
歌
文
」

　

ま
た
、
歌
文
の
表
現
や
内
容
に
よ
り
、
軽
妙
洒
脱
な
も
の
（
＊
）
と
、
内
省
的
な
も
の
（
★
）

の
二
種
に
大
別
で
き
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
「
＊
」
と
「
★
」
の
記
号
を
付
し
た
。

　

詠
草
・
日
記
・
断
章
と
い
う
内
容
分
類
は
、
筑
摩
全
集
の
各
巻
の
分
類
に
概
ね
倣
っ
て
い
る

が
、
本
稿
で
「
断
章
」
と
い
う
の
は
、
全
集
の
第
三
巻
下
に
お
い
て
、「
日
記
Ⅱ
」
と
し
て
収

載
さ
れ
て
い
る
「
雑
記
」「
感
想
・
聞
書
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
日
付
を
持
た
な
い

文
章
で
あ
り
、
日
記
と
も
言
い
が
た
く
、
か
と
言
っ
て
短
く
断
片
的
な
面
も
あ
る
が
、
深
い
内

容
を
持
つ
も
の
も
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
「
雑
記
」「
感
想
・
聞
書
」
と
い
う
二
分

し
た
呼
称
は
踏
襲
せ
ず
、
ま
と
め
て
「
断
章
」
と
し
た
。

　

ま
た
、「
散
文
＋
和
歌
」
を
一
葉
全
集
か
ら
抽
出
し
て
考
察
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
歌
文
が

思
索
的
・
内
省
的
な
も
の
を
多
く
含
む
こ
と
に
鑑
み
て
、
全
集
各
巻
の
枠
組
を
は
ず
し
て
考
え

た
方
が
、
一
葉
の
思
想
形
成
の
一
端
を
垣
間
見
ら
れ
る
と
思
う
。

　

た
だ
し
、
執
筆
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
時
系
列
に
沿
っ

た
順
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
葉
の
内
面
が
よ
く
表
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
主

な
「
歌
文
」
を
取
り
上
げ
て
ゆ
き
た
い
。

　

そ
の
際
に
、「
題
」
を
持
つ
「
一
葉
歌
文
」
は
な
い
の
だ
が
、
本
稿
で
は
仮
に
、
字
眼
と
な

っ
て
い
る
語
句
を
、
歌
文
の
題
と
し
て
付
け
て
み
た
。
ま
た
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
歌
文
の

中
の
散
文
部
分
の
全
文
を
示
さ
ず
、
多
少
省
略
し
た
場
合
も
あ
る
。

①　
「
小
萩
」（
B
）
＊　

　

廿
七
日　

昨よ

夜べ

、
雨
や
降ふ

り
に
け
む
。
朝
、
庭
、
少
し
湿し
め

り
た
り
。
七
時
頃
、
地な

震ゐ

す
。
亡
兄
命
日
な
れ
ば
と
て
、
畑は
た

つ
物も
の

、
煮に

な
ど
し
て
、
奉
た
て
ま
つる
。
鳥
尾
君
へ
参ま
ゐ

ら
む
時
の

料れ
う

に
と
て
、
洗
あ
ら
ひ

張は
り

さ
せ
し
衣き
ぬ

、
縫ぬ

ふ
。
接は

ぎ
物も
の

、
昼
前
か
か
る
。
下し
た

前ま
へ

の
襟え
り

、
五
つ
、
接は

ぐ
。
袖
に
、
接は

ぎ
、
二
つ
有あ

り
。

　
　

宮み
や

城ぎ

野の

に
あ
ら
ぬ
も
の
か
ら
唐か
ら

衣ご
ろ
もな

ど
も
小こ

萩は
ぎ

の
繁し
げ

き
な
る
ら
む

絶た

え
ず
、
か
か
と
、
打う

ち
笑
ふ
も
、
を
か
し
。
日
、
暮
れ
て
後
は
、
手て

習な
ら

ひ
を
す
。
今こ

宵よ
ひ

は
、
筆
の
運
び
、
い
と
思
ふ
様さ
ま

に
て
、
例
刻
よ
り
は
、
少
し
多
く
、
な
し
た
り
。
一
時
、

床
に
入
る）

9
（

。

　

こ
れ
は
、
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
七
日
の
日
記
の
全
文
で
あ
る
。「
一
葉
日
記
」
に
お
い

て
は
、
日
記
の
記
述
の
中
に
和
歌
が
交
じ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。
そ
の
点
が
、
ま
ず
注
目

さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
詠
ま
れ
た
和
歌
は
、
ま
る
で
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
「
誹
諧

歌
」
の
よ
う
な
諧
謔
味
が
あ
る
。

　

日
記
の
記
述
自
体
は
簡
潔
で
あ
る
が
、
こ
の
日
一
日
の
出
来
事
が
、
手
に
取
る
よ
う
に
よ
く

わ
か
る
。
朝
の
庭
の
様
子
か
ら
昨
夜
の
雨
に
触
れ
、
朝
方
の
地
震
の
こ
と
、
二
十
七
日
は
亡
兄

泉
太
郎
の
月
命
日
で
あ
る
の
で
野
菜
を
煮
た
精
進
料
理
を
仏
前
に
供
え
た
こ
と
、
萩
の
舎
の
門

弟
の
鳥
尾
広
子
邸
で
行
わ
れ
る
歌
合
に
着
て
行
く
た
め
の
着
物
を
洗
い
張
り
し
て
縫
う
の
だ

が
、
昼
前
ま
で
か
か
っ
て
、
襟
や
袖
を
何
枚
も
繋
ぎ
合
わ
せ
て
、
何
と
か
一
着
に
仕
立
て
た
の

だ
っ
た）
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広
子
の
父
・
鳥
尾
小
彌
太
は
、
陸
軍
中
将
で
貴
族
院
議
員
。
一
葉
は
、
こ
の
継
ぎ
接
ぎ
だ
ら

け
の
着
物
を
着
て
、
鳥
尾
家
に
出
掛
け
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
窮
迫
し
た
苦
し
い
生
活
で
は
あ
っ

た
が
、
こ
の
継
ぎ
接
ぎ
だ
ら
け
の
着
物
の
出
来
映
え
は
、
悪
く
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
、「
小

萩
の
名
所
の
宮
城
野
で
も
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
こ
の
着
物
に
は
『
小こ

萩は
ぎ

』
な
ら
ぬ
『
小
さ
な

継つ

ぎ
接は

ぎ
』
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
か
し
ら
」
と
、
即
興
の
和
歌
に
詠
ん
で
、
大
笑
い
し
て
打
ち

興
じ
て
い
る
。
一
葉
日
記
の
原
文
に
は
「
木
萩
」
と
あ
る
。「
木
萩
」
は
『
古
今
和
歌
集
』
の

中
世
の
古
注
釈
書
に
見
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

　

生
活
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
、
夜
に
な
れ
ば
習
字
の
稽
古
を
す
る
。
筆
運
び
も
今
夜
は
思
う
よ

う
に
運
び
、
い
つ
も
よ
り
少
し
多
く
書
い
た
。
床
に
就
い
た
の
は
午
前
一
時
に
な
っ
て
い
た
。

　

本
稿
で
は
、
散
文
の
末
尾
に
和
歌
が
一
首
付
い
て
完
結
す
る
ス
タ
イ
ル
を
「
歌
文
」
の
典
型

と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
小
萩
」
は
、
あ
く
ま
で
も
日
記
の
一
日
分
の
記
述
の
中
に
、
和
歌

が
一
首
入
っ
て
お
り
、
和
歌
は
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
日
記
の
文

章
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
諧
調
と
言
い
、
和
歌
の
諧
謔
性
と
言
い
、
こ
の
よ
う
な
内
容
と
ス
タ
イ
ル

の
歌
文
が
、
こ
の
後
、
一
葉
の
文
学
世
界
に
表
れ
て
く
る
の
で
、
こ
の
日
の
日
記
を
一
葉
歌
文

の
一
編
に
認
定
し
た
い
。
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島　内　裕　子

②　
「
雪
仏
」（
A
）
＊

　

今
年
三
月
、
花
開
き
て
、
取
る
筆
、
い
よ
い
よ
忙

い
そ
が
はし

。
哀あ
は

れ
、
此こ

の
事こ
と

、
終を

は
り
、
彼か

の
事こ
と

、
果は

て
な
ば
、
一ひ
と

日ひ

、
静し
づ

か
に
花
見
む
と
願
へ
ど
も
、
嵐
は
情
の
有あ

る
物も
の

な
ら
ず
。

一ひ
と

夜よ

の
雨
に
も
、
木こ

の
下も
と

の
雪
、
覚お
ぼ

束つ
か

無な

し
。
熟つ
く

々づ
く

思
う
て
、
雪ゆ
き

仏ぼ
と
けの

堂だ
う

塔た
ふ

を
営い
と
なむ

に
似に

た
り
。

　
　

風
吹
か
ば
今
も
散
る
べ
き
身
を
知
ら
で
花
よ
暫し

ば

し
と
物も
の

急い
そ

ぎ
す
る）
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こ
れ
は
、
筑
摩
全
集
の
詠
草
に
収
め
ら
れ
た
、
長
い
詞
書
を
持
つ
和
歌
で
あ
る
。
補
注
に
よ

れ
ば
、「
明
治
二
十
八
年
三
月
か
ら
五
月
頃
ま
で
の
宿
題
系
の
詠
草
」
と
い
う
。

　

こ
の
詞
書
に
あ
る
「
雪
仏
の
堂
塔
を
営
む
に
似
た
り
」
と
い
う
短
い
一
句
は
、『
徒
然
草
』

第
百
六
十
六
段
の
冒
頭
部
、｢

人
間
の
営
み
合
へ
る
業わ
ざ

を
見
る
に
、
春
の
日
に
雪
仏
を
作
り
て
、

そ
の
為
に
金
銀
・
珠
玉
の
飾
り
を
営
み
、
堂
を
建
て
む
と
す
る
に
似
た
り
」
と
い
う
一
文
を
、

ぎ
ゅ
っ
と
圧
縮
し
て
、
格
言
の
よ
う
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
葉
の
す
ぐ
れ
た
表
現
力
が

発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
此
の
事
、
終
は
り
、
彼
の
事
、
果
て
な
ば
」
の
部
分
も
、『
徒
然
草
』
第
五
十
九
段

の
「
暫し

ば

し
、
こ
の
事こ
と

果は

て
て
」、「
同
じ
く
は
、
か
の
事
、
沙
汰
し
置
き
て
」
な
ど
と
い
っ
た
言

葉
の
痕
跡
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

段
を
隔
て
て
は
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
『
徒
然
草
』
の
中
か
ら
言
葉
を
拾
っ
て
接つ

ぎ
合
わ
せ
、

不
自
然
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
言
葉
の
流
露
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
止
め
が
た
い
時
の

流
れ
に
抗
し
て
、
齷
齪
す
る
人
間
の
愚
か
さ
を
、
我
が
事
と
し
て
一
首
の
歌
に
ま
と
め
上
げ

た
。

　
『
一
葉
歌
集
』
の
編
者
で
あ
る
佐
佐
木
信
綱
は
、
そ
の
冒
頭
の
「
一
葉
歌
集
の
は
じ
め
に
」

で
、｢

雑
の
歌
の
中
、
殊
に
詞
書
あ
る
歌
の
中
に
、
此
種
の
秀
逸
の
比
較
的
多
く
見
ゆ
る
も
注

意
す
べ
き
こ
と
な
り）

12
（

」
と
述
べ
て
、
一
葉
和
歌
に
お
け
る
詞
書
の
あ
る
歌
に
注
意
を
喚
起
し
て

い
る
。

　

た
だ
し
、
今
挙
げ
て
い
る
こ
の
ひ
と
ま
と
ま
り
は
、
長
い
詞
書
を
持
つ
和
歌
と
い
う
よ
り

も
、
明
確
な
人
間
洞
察
を
示
し
て
普
遍
性
を
持
ち
、「
歌
文
」
と
し
て
自
立
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
文
章
は
詠
歌
の
説
明
や
解
説
で
あ
る
詞
書
を
超
え
て
、
一
葉
の
人
生
観
・
人
間
観
を

凝
縮
し
た
批
評
文
で
あ
り
、
和
歌
と
一
体
と
な
っ
て
自
立
性
を
持
つ
歌
文
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。

③　
「
遠
き
雲
居
」　
（
A
）
＊

　

人
も
、
寂
し
さ
の
遣や

る
方か
た

無な

け
れ
ば
と
て
、
任に
ん

所し
よ

に
近
き
野の

山や
ま

の
名め
い

所し
よ

な
ど
、
暇ひ
ま

有あ

る

毎ご
と

に
、
見み

巡め
ぐ

る
め
り
。
一ひ
と

日ひ

、
逢あ
ふ

坂さ
か

山や
ま

よ
り
、
と
し
て
、
汽
車
待
つ
間ま

の
遊す
さ

び
に
、
文ふ
み

、

遣お
こ

し
ぬ
。
内う
ち

に
、
蟬せ
み

丸ま
る

の
社や
し
ろの

物も
の

寂さ

び
た
る
も
床ゆ
か

し
、
な
ど
書
か
れ
た
る
を
見
れ
ば
、
然さ

様や
う

な
ら
む
椽え
ん

の
端は
し

な
ど
に
、
仮か
り

初そ
め

の
旅た
び

姿す
が
た、

軽か
ろ

や
か
に
し
な
し
て
、
草わ
ら
ん
じ鞋

な
ど
、
仔し

細さ
い

ら

し
く
履は

き
締し

め
つ
つ
、
尻
打う

ち
掛か

け
て
、
矢や

立た
て

の
筆
、
走
ら
し
け
む
様さ
ま

、
面お
も

影か
げ

に
浮
か
び

て
、
を
か
し
く
も
、
今
も
見
て
し
か
と
、
漫そ

ぞ

ろ
に
懐な
つ
かし
う
さ
へ
成な

り
ぬ
。

　
　

余よ

所そ

に
聞
く
逢あ
ふ

坂さ
か

山や
ま

ぞ
恨
め
し
き
我
は
雲く
も

居ゐ

の
遠
き
隔へ
だ

て
を）
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こ
れ
も
詠
草
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
詞
書
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
及

び
、
そ
の
文
章
と
和
歌
が
一
体
化
し
て
「
歌
文
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
、
こ
こ

に
取
り
上
げ
た
。

　
「
人
も
」
と
あ
る
の
は
、
彦
根
中
学
に
赴
任
し
た
馬
場
孤
蝶
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
孤
蝶
が
、

明
治
二
十
八
年
九
月
二
十
三
日
の
大
津
へ
の
小
旅
行
の
際
に
、
旅
先
か
ら
一
葉
に
出
し
た
葉
書

に
触
発
さ
れ
た
歌
文
で
あ
る
。

　

一
葉
が
孤
蝶
の
風
貌
や
軽
妙
な
仕
草
を
想
像
し
、
そ
こ
か
ら
流
露
す
る
人
恋
し
さ
が
、
和
歌

と
な
っ
て
い
る
。
一
葉
文
学
の
抒
情
性
が
よ
く
表
れ
て
い
る
歌
文
で
あ
る
。「
今
も
見
て
し
か
」

の
部
分
は
、『
古
今
和
歌
集
』
の
「
あ
な
恋
し
今
も
見
て
し
か
山や

ま

賤が
つ

の
垣か
き

穂ほ

に
咲
け
る
大や
ま
と和
撫
な
で
し

子こ

」
と
い
う
古
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
。

④　
「
闇
の
哀
れ
」　
（
C
）
★

　

英
雄
と
言
ひ
、
豪が
う

傑け
つ

と
言
ふ
。
如い

何か

に
、
そ
の
名な

の
、
事こ
と

々ご
と

し
き
な
ら
む
。
機き

運う
ん

、
一ひ
と

度た
び

熟じ
ゆ
くせ
ば
、
万ば
ん

里り

の
城
壁
も
、
越こ

ゆ
べ
し
。
静し
づ

か
に
思
ひ
、
徐
お
も
む
ろに
考
へ
て
、
無
欲
の
中

に
、
人じ

ん

事じ

を
思
ふ
者
、
世
に
顕あ
ら
はれ
ず
し
て
、
終を

は
る
事こ
と

、
少
な
し
と
せ
ず
。
天て
ん

地ち

、
永
と
こ
し
な
へ久

に
有あ

り
と
雖い
へ
ども
、
一ひ
と

度た
び

、
此こ

の
土ど

を
去
り
し
者
、
二ふ
た

度た
び

、
現
世
に
顕あ
ら
はる
る
事こ
と

を
聞
か
ず
。

空む
な

し
く
思
ひ
を
抱い
だ

き
て
、
九き
う

泉せ
ん

に
赴お
も
むき
し
者
、
古こ

来ら
い

、
幾い
く

許ば
く

か
有あ

ら
む
。
他
界
に
対
す
る

観
念
と
言
ふ
物も

の

、
抑そ
も
そも
、
此こ

の
土ど

に
、
何
の
功こ
う

有あ

ら
む
や
。
哲て
つ

と
言
ひ
、
仏
と
言
ふ
。

元も
と

、
此こ

の
土ど

の
人
の
為た
め

な
る
の
み
。
善ぜ
ん

偽ぎ

・
方は
う

便べ
ん

、
何な
ん

ぞ
、
悉
こ
と
ご
とく

、
探さ
ぐ

る
事こ
と

を
用も
ち

ゐ
む

や
。
暫し

ば
らく

、
善よ

き
に
随し
た
がひ

て
、
善よ

き
に
進す
す

む
べ
し
。
死
し
て
は
、
鳥
と
成な

り
、
獣け
も
のと

成な

る

以
上
、
知
る
べ
か
ら
ず
。
自
然
の
変
化
を
、
人
力
の
左さ

右い
う

し
得う

べ
か
ら
ず
、
と
知
れ
ば
、

暫し
ば
らく

、
此こ

の
土ど

に
遊
べ
る
中う
ち

の
仕し

業わ
ざ

と
し
て
、
善よ

か
ら
む
と
思
ふ
人
は
、
善よ

け
れ
、
悪あ

し

か
ら
む
と
思
ふ
人
は
、
悪あ

し
か
れ
。
神
仏
、
何
ぞ
関く
わ
んせ

む
。
唯た
だ

、
夫そ
れ

、
心
に
恥は

づ
る
所
、

無な

く
ん
ば
、
他
界
の
諸
仏
、
来き
た

り
て
、
遊
ば
む
事こ
と

、
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。

　
　

更ふ

く
る
夜よ

の
閨ね
や

の
燈と
も

火し
び

光か
げ

消
え
ば
闇や
み

な
る
も
の
を
哀あ
は

れ
世
の
中）
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こ
れ
は
、
明
治
二
十
七
年
か
ら
二
十
八
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
断
章

で
あ
る
。
次
の
断
章
と
並
ん
で
、「
一
葉
歌
文
」
の
双
璧
と
も
言
え
る
、
す
ぐ
れ
た
内
容
で
あ

る
。

　

一
葉
の
歌
文
は
、
軽
妙
な
書
き
方
の
も
の
や
抒
情
性
に
満
ち
た
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

魅
力
的
で
、
読
み
応
え
の
あ
る
小
品
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
人
生
観
や
世
間
観
が
直
截
に
吐
露

さ
れ
て
、
深
淵
の
縁
に
佇
む
ご
と
き
歌
文
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
本
作
と
次
作
が
そ
の

代
表
で
あ
ろ
う
。

　

和
歌
に
先
立
っ
て
置
か
れ
て
い
る
文
章
は
、
も
は
や
詞
書
の
域
を
大
き
く
超
え
て
、
人
間
の

生
と
死
へ
の
深
い
省
察
が
書
か
れ
る
。
天
地
は
永
久
で
あ
る
が
、
人
間
は
一
度
死
ね
ば
、
二
度

と
こ
の
世
に
戻
っ
て
は
来
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
他
界
に
対
す
る
観
念
と
言
ふ
物
」
も
、

い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
の
効
用
が
あ
ろ
う
か
、
と
述
べ
て
い
る
。
一
葉
は
、「
心
に
恥
づ
る
所
」

が
な
け
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
、「
神
仏
、
何
ぞ
関
せ
む
」
と
ま
で
書
い
て
い
る
。

　

末
尾
に
添
え
ら
れ
て
い
る
和
歌
の
意
を
汲
ん
で
、
敷
衍
し
て
そ
の
内
容
を
訳
し
て
み
れ
ば
、

「
夜
も
更
け
て
き
た
こ
の
部
屋
で
、
燈
火
が
消
え
れ
ば
、
世
界
は
暗
闇
と
な
る
。
命
の
燈
火
が

消
え
れ
ば
、
そ
れ
が
死
と
い
う
も
の
だ
。
ま
こ
と
に
こ
の
世
は
儚
い
も
の
で
あ
る
」、
と
な
ろ

う
。
こ
こ
に
は
、
一
葉
の
虚
無
的
と
さ
え
言
え
る
よ
う
な
、
思
索
の
果
て
が
開
陳
さ
れ
て
い

る
。
す
ぐ
れ
た
批
評
精
神
の
発
露
が
、
印
象
的
で
あ
る
。

⑤　
「
古
松
の
烏
」　
（
C
）
★

　

軒の
き

端ば

の
山
に
、
古こ

松し
よ
う

有あ

り
。
友と
も

無な

し
烏が
ら
す、
一い
ち

羽は

、
止と

ま
り
て
、
霜し
も

夜よ

の
月
に
、
羽は

撃た
た

き
し
て
、
鳴
く
声
は
、
木こ

枯が
ら
しに
交ま

じ
り
て
、
恨
め
る
如ご
と

く
、
恋こ

ふ
る
に
似
た
り
。
我わ

が
八や

重へ

葎む
ぐ
らの
冬ふ
ゆ

枯が

れ
て
、
垣か
き

根ね

の
葛く
ず

の
、
う
ら
寂
し
き
に
、
小こ

窓ま
ど

の
破や

れ
簾す
だ
れ、
掛か

か
れ
る
も
、

聞
き
過
ぐ
し
が
た
く
、「
や
よ
、
山や

ま

烏が
ら
す。
汝な

は
、
い
づ
れ
の
森
に
か
育
ち
し
。
親
は
有あ

り

や
。
同は

ら

胞か
ら

は
」
と
問
へ
ば
、「
あ
あ
」
と
い
ふ
声
、
嘆た
ん

じ
る
に
似
た
り
。「
人
に
夫つ

妻ま

有

り
。
鳥
獣
、
各お

の
お
の々

、
連つ

れ
、
無な

く
も
あ
ら
ず
。
汝な
れ

は
、
鰥や
も
め夫
か
。
夫つ

妻ま

鳥ど
り

は
、
如い

何か

に
し

た
る
。
早
く
、
比ひ

翼よ
く

の
翼
を
も
が
れ
て
、
枯
木
宿や
ど

ら
む
と
し
て
、
選え
ら

む
に
、
枝え
だ

無な

き
、

一ひ
と
り人

住ず

み
の
身
か
。
然さ

ら
ず
は
、
一ひ
と
り人

、
思
ひ
上あ

が
り
て
、
夫つ

妻ま

無な

し
烏が
ら
す、

今い
ま

更さ
ら

の
冬ふ
ゆ

枯が
れ

に
、
餌ゑ

食ば

み
も
辛つ
ら

き
身
の
成な

れ
る
果は

て
か
。
然さ

ら
ず
は
、
人
欲
・
獣
欲
、
あ
ら
ゆ
る
欲
を

眼
下
に
見み

下お

ろ
し
て
、
高
く
、
世
を
嘲あ
ざ

笑わ
ら

ふ
か
。
我
に
、
公こ
う

冶や

長ち
や
うの

智
、
無な

し
と
も
、
思

ふ
事こ

と

有あ

ら
ば
、
聞
き
知
ら
ぬ
に
し
も
あ
ら
ず
。
語
れ
、
語
れ
」
と
、
責せ

め
て
言
へ
ば
、

「
あ
あ
」
の
一
声
、
長
く
引
き
て
、
苦
悶
、
二
度
鳴
く
に
、
勢い

き
ほひ

無な

く
、
空
間
高
く
飛
び

去
る
事こ

と

、
遠
し
。
松
の
木こ

枯が
ら
し、
折を
り

し
も
吹
き
荒
れ
て
、
大
空
に
雲
の
飛
ぶ
事こ
と

、
繁し
げ

し
。

　
　

諸も
ろ

共と
も

に
な
ど
伴と
も
なは
ぬ
山
烏
憂う

き
世
の
秋
は
同
じ
か
る
身
を）
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こ
れ
も
、
前
作
と
同
時
期
と
推
測
さ
れ
る
断
章
で
あ
る
。
文
章
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
長
さ
で
あ

り
、
思
索
も
ま
た
深
い
。

　

た
だ
し
、
前
作
が
、
論
理
的
な
批
評
文
学
的
な
歌
文
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
れ
は
、
ま

る
で
戯
曲
を
読
む
よ
う
な
歌
文
で
あ
る
。
い
っ
た
い
、
こ
の
よ
う
な
情
景
を
、
一
葉
が
実
際
に

体
験
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
す
べ
て
一
葉
の
内
面
の
ド
ラ
マ
な
の
だ
ろ
う
か
。
文
章

の
流
れ
に
沿
っ
て
、
内
容
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

　

軒
の
向
こ
う
に
見
え
る
岡
に
、
一
本
の
古
い
松
の
木
が
立
っ
て
い
る
。
た
だ
一
羽
、
烏
が
、

そ
の
梢
に
止
ま
っ
て
い
る
。
寒
い
霜
夜
で
あ
る
。
空
に
は
、
月
が
皎
々
と
照
っ
て
い
る
。
烏

は
、
羽
ば
た
い
て
鳴
い
て
い
る
。
そ
の
声
は
木
枯
ら
し
に
交
じ
っ
て
、
恨
む
が
如
く
、
恋
う
る

が
如
く
、
聞
こ
え
て
く
る
。
わ
が
家
の
庭
は
、
八
重
葎
が
生
い
茂
っ
て
、
荒
れ
て
い
る
。
垣
根

に
絡
ま
っ
て
い
る
葛
の
葉
が
風
に
裏
返
っ
て
、
裏
を
見
せ
る
の
が
恨
み
が
ま
し
い
。
小
窓
に
懸

か
っ
た
夏
の
簾
も
、
今
は
も
う
、
あ
ち
こ
ち
綻
び
、
破
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
荒
涼
と
し
た
荒
屋

の
せ
い
か
、
烏
が
鳴
く
の
も
、
凄
く
聞
こ
え
、
烏
に
問
い
か
け
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
「
お
お
、
烏
よ
、
お
前
は
ど
こ
の
森
で
育
っ
た
の
か
。
親
は
い
る
の
か
、
兄
弟
は
ど
う
だ
」、

と
問
え
ば
、「
カ
ァ
」
と
い
う
声
は
、
悲
歎
の
声
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
で
は
な
い
か
。

　
「
人
間
に
連
れ
合
い
が
あ
る
よ
う
に
、
鳥
や
獣
で
あ
っ
て
も
、
連
れ
合
い
は
、
い
よ
う
も
の

を
。
お
前
は
、
鰥や

も
め夫

か
。
連
れ
合
い
の
鳥
は
、
い
な
い
の
か
。
早
く
に
比
翼
の
翼
の
片
方
を
も

が
れ
て
、
た
っ
た
一
人
で
枯
れ
木
に
宿
ろ
う
に
も
、
止
ま
り
木
に
な
る
枝
も
な
い
と
い
う
の

か
。
お
前
は
、
独
り
栖
み
な
の
か
。
あ
る
い
は
、
そ
ん
な
悲
し
い
境
遇
に
追
い
や
ら
れ
た
の
で

は
な
く
、
我
と
我
が
身
を
思
い
上
が
っ
て
、
妻
無
し
烏
の
身
で
冬
枯
れ
の
こ
の
季
節
、
餌
を
漁

る
の
も
辛
い
身
の
な
れ
の
果
て
な
の
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
欲
望
を
眼
下
に
見
お

ろ
し
て
、
樹
上
に
高
く
止
ま
っ
て
、
世
間
の
す
べ
て
を
嘲
笑
う
の
か
。
わ
た
し
は
、
あ
の
『
論

語
』
に
出
て
く
る
、
鳥
の
言
葉
を
わ
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
賢
者
で
は
な
い
が
、
よ
し
や
お
前

が
、
心
に
思
う
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
聞
か
せ
て
も
ら
お
う
で
は
な
い
か
。
さ
あ
ど
う
だ
、
烏

よ
。
語
れ
、
語
り
尽
く
せ
よ
」。

　

そ
の
時
、
烏
は
た
だ
一
声
、「
鴉ア

鴉ア

」
と
長
鳴
き
し
た
だ
け
て
、
も
は
や
、
再
び
苦
悶
の
声

を
挙
げ
る
力
な
く
、
虚
空
を
高
く
飛
び
去
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
そ
の
時
だ
、
囂
々
と
吹
き
荒
れ

る
木
枯
ら
し
が
松
風
を
鳴
ら
し
、
烏
が
遠
く
飛
び
去
っ
た
空
を
見
遣
れ
ば
、
雲
が
飛
ぶ
よ
う
に

流
れ
て
ゆ
く
…
…
。

　

鴉
よ
。
お
前
は
遠
く
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
も
っ
と
わ
た
し
と
語
り
合
わ
な
い
の
だ
。

　

今
は
も
う
、
秋
も
深
ま
っ
た
。

　

こ
の
辛
い
憂
き
世
の
秋
に
、
飽
き
飽
き
し
て
い
る
の
は
、
お
前
も
わ
た
し
も
同
じ
で
は
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な
い
か
。

　

エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
詩
「
大
鴉
」
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
暗
鬱
で
、
蕭
条
と
し
た

光
景
が
広
が
る
。
神
韻
縹
渺
た
る
世
界
を
、
一
葉
は
構
築
し
て
い
る
。
烏
へ
の
矢
継
ぎ
早
な
問

い
か
け
は
、
一
葉
自
身
の
人
生
観
、
死
生
観
へ
の
性
急
な
検
閲
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
一
葉
は
、

我
が
身
の
虚
無
と
向
き
合
っ
た
。
一
葉
は
、
萩
の
舎
の
親
し
い
友
人
で
あ
る
伊
東
夏
子
に
宛
て

た
、
明
治
二
十
七
年
三
月
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
手
紙
の
中
に
、「
君
は
宗
教
の
門
に
入
り
、

我
は
虚
無
の
空
理
に
酔
ふ
」
と
あ
る
。
一
葉
は
、
こ
の
⑤
の
歌
文
に
よ
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
思

想
を
描
き
切
っ
た
。「
一
葉
歌
文
」
の
極
北
と
も
言
え
る
到
達
境
で
あ
ろ
う
。

⑥　
「
拗
ね
者
」　
（
C
）
★

　

愚お
ろ

か
や
。
我わ
れ

を
、
拗す

ね
者も
の

と
言
ふ
。
明
治
の
清せ
い

少せ
う

と
言
ひ
、
女
を
ん
な

西さ
い

鶴か
く

と
言
ひ
、
祇ぎ

園を
ん

の

百ゆ

合り

が
面お
も

影か
げ

を
慕し
た

ふ
と
叫
び
、
小こ

万ま
ん

茶ぢ
や

屋や

が
昔
を
歌
ふ
も
、
有あ
ン

め
り
。
何な
に

事ご
と

ぞ
や
。
身

は
、
小せ

う

官く
わ
ん

吏り

の
乙お
と

娘む
す
めに

生
ま
れ
て
、
手
芸
、
伝
は
ら
ず
、
文
学
に
縁
遠
く
、
僅わ
づ

か
に
、

萩は
ぎ

の
舎や

が
流
れ
の
末す
ゑ

を
汲く

め
り
と
も
、
日に
ち

々に
ち

夜や

や々

の
、
引ひ
き

窓ま
ど

の
煙け
ぶ
り、
心
に
掛か

か
り
て
、
い

か
で
、『
古こ

今き
ん

』
の
清
く
、
高
く
、『
新し
ん

古こ

今き
ん

』
の
、
彩あ
や

に
、
珍
し
き
姿す
が
た・
形か
た
ちを
、
思
ひ
浮

か
べ
得え

ら
れ
む
。
増ま

し
て
や
、
鳰に
ほ

の
海う
み

の
底
深
き
式
部
が
学
芸
、
思
ひ
遣や

る
ま
ま
に
、

境さ
か
ひ、

遙は
る

か
な
り
。
唯た
だ

、
些い
さ
さか

、
六
つ
、
七
つ
の
幼
を
さ
な

立だ
ち

よ
り
、
誰た
れ

伝
ゆ
る
と
も
覚
え
ず
、
心

に
う
つ
り
た
る
物
の
、
折を

り

々を
り

に
形
を
顕あ
ら
はし

て
、
斯か

く
、
は
か
な
き
文
字
沙
汰
に
は
成な

り

つ
。
人
、
見
な
ば
、
拗す

ね
者も
の

な
ど
、
異こ
と

様や
う

の
名
を
や
得え

た
り
け
む
。
人
は
、
我こ
ひ

を
、
恋
に

破
れ
た
る
身
と
や
思
ふ
。
哀あ

は

れ
、
然さ

る
、
優や
さ

し
き
心
の
人
々
に
、
涙
を
注
ぐ
我
ぞ
か
し
。

こ
の
微か

す

か
な
る
身
を
献さ
さ

げ
て
、
誠ま
こ
とを
顕あ
ら
はさ
む
と
思
ふ
人
も
無な

し
。
然さ

ら
ば
、
我
一
代
を
、

何
が
た
め
の
犠
牲
な
ど
、
事こ
と

々ご
と

し
く
問
ふ
人
も
有あ

ら
む
。
花
は
散
る
時
、
有あ

り
。
月
は
、

隠
る
る
時
、
有あ

り
。
我わ

が
如ご
と

き
者も
の

、
我わ

が
如ご
と

く
し
て
、
過す

ぎ
ぬ
べ
き
一
生
な
る
に
、
は
か

な
き
拗す

ね
者も
の

の
呼
び
名
、
を
か
し
う
て
、

　
　

空う
つ

蟬せ
み

の
世
に
拗す

ね
者も
の

と
言
ふ
な
る
は
夫つ
ま

子こ

持
た
ぬ
を
言
ふ
に
や
有あ

る
ら
む

を
か
し
の
人ひ

と

言ご
と

よ
な）
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。

　

こ
れ
は
、
明
治
二
十
八
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
断
章
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
一
葉
の
歌
文
の
中
で
、
最
も
長
い
作
品
で
あ
る
。

　

こ
の
歌
文
は
、
今
回
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
歌
文
の
世
界
、
そ
し
て
一
葉
文
学
の
基
盤
形
成

と
な
っ
て
い
る
『
徒
然
草
』
と
の
関
連
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
重
層
的
に
込
め
ら
れ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
最
後
に
取
り
上
げ
て
、
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

　

冒
頭
が
「
愚
か
や
。
我
を
、
拗
ね
物
と
言
ふ
」
と
書
き
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
歌
文
が

書
か
れ
た
少
し
前
の
時
期
に
、
馬
場
孤
蝶
か
ら
の
手
紙
（
明
治
二
十
八
年
三
月
十
五
日
付
）
が

届
き
、
そ
こ
に
「
世
を
拗す

ね
者も
の

の
、
二ふ
た

葉ば

の
春
を
捨
て
て
、
秋
の
一
葉
と
嘯う
そ
ぶき

給
ふ
事こ
と

、
訳わ
け

は

侍は
べ

る
べ
し
。
柳
の
糸
の
、
結
ぼ
れ
解と

け
ぬ
片か
た

恋こ
ひ

や
、
発ほ
つ

心し
ん

の
基も
と

」、
な
ど
と
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
孤
蝶
は
、
一
葉
の
生
き
方
や
態
度
の
原
因
を
憶
測
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

馬
場
孤
蝶
は
『
文
学
界
』
の
同
人
で
、
本
郷
丸
山
福
山
町
の
樋
口
家
に
も
た
び
た
び
訪
れ

て
、
文
学
談
義
を
交
わ
す
親
し
い
友
人
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
遠
慮
の
な
い
、
洒
落
た
言
い
方

に
な
っ
て
い
る
が
、
孤
蝶
な
り
に
、
一
葉
の
生
き
方
を
危
ぶ
ん
で
い
る
よ
う
な
心
情
も
窺
え
る

手
紙
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
一
葉
は
、
自
分
は
世
間
で
言
い
囃
さ
れ
る
よ
う
な
人
間
で
は
な
い
。『
古
今

和
歌
集
』・『
新
古
今
和
歌
集
』
の
よ
う
な
、
本
格
的
な
勅
撰
和
歌
集
の
世
界
に
も
疎
く
、
ま
し

て
や
『
源
氏
物
語
』
を
書
い
た
紫
式
部
の
学
識
に
遙
か
に
及
ぶ
べ
く
も
な
い
と
、
謙
遜
す
る
。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
続
け
て
、「
心
に
う
つ
り
た
る
物
の
、
折
々
に
形
を
顕
し
て
、
斯
く
、
は

か
な
き
文
字
沙
汰
に
は
成
り
つ
」
と
い
う
部
分
に
は
、『
徒
然
草
』
序
段
の
、「
心
に
う
つ
り
ゆ

く
由
無
し
事
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
付つ

く
れ
ば
」
と
い
う
言
葉
が
遠
く
響
き
、
さ
ら
に
、

「
人
、
見
な
ば
、
拗
ね
者
な
ど
、
異
様
の
名
を
や
得
た
り
け
む
」
と
続
く
部
分
に
も
、『
徒
然

草
』
第
四
十
段
の
、「
異こ

と

様や
う

な
る
者
」
と
い
う
言
葉
の
痕
跡
が
見
出
せ
る
。
一
葉
の
文
学
形
成

に
『
徒
然
草
』
が
果
た
し
た
役
割
は
、
こ
と
の
ほ
か
大
き
い
。

　

こ
の
文
章
の
末
尾
部
分
も
、
④
で
取
り
上
げ
た
歌
文
と
も
通
底
す
る
。
自
分
の
生
き
方
は
自

分
が
納
得
す
る
形
で
行
え
ば
よ
く
、
そ
れ
を
他
人
が
「
拗
ね
者
」
と
呼
ぶ
の
は
笑
止
だ
、
と
言

う
の
で
あ
る
。
世
間
の
人
々
は
、
結
婚
し
て
子
ど
も
を
持
つ
生
き
方
だ
け
を
指
針
と
し
て
、
そ

れ
以
外
の
生
き
方
を
す
る
人
間
を
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
、
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
こ
に

は
、
⑤
の
歌
文
に
書
か
れ
て
い
た
「
烏
問
答
」
の
テ
ー
マ
も
響
い
て
い
よ
う
。

　

一
葉
に
お
け
る
思
索
の
結
実
は
、「
歌
文
」
と
い
う
凝
縮
し
た
ス
タ
イ
ル
の
中
に
見
出
さ
れ

る
。
そ
こ
で
は
、
散
文
と
和
歌
が
交
響
し
、
思
索
は
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
ほ
ど
深
く
沈
潜
し
て
ゆ

く
。
そ
の
よ
う
な
新
し
い
文
学
の
領
域
と
し
て
、
一
葉
が
到
達
し
た
「
歌
文
」
の
世
界
を
、
本

稿
で
は
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
樋
口
一
葉
の
日
記
に
散
見
さ
れ
る
和
歌
が
、
日
記
の
文
章
と
相
俟
っ
て
、
ひ
と

つ
の
ま
と
ま
り
を
持
つ
小
品
と
し
て
、
自
立
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
考
察
し
て
き
た
。

　
「
散
文
＋
和
歌
」
を
「
歌
文
」
と
名
付
け
る
時
、
文
学
史
の
上
で
は
す
で
に
近
世
に
生
ま
れ

197（8）



一葉日記における和歌と散文

た
、「
俳
文
」
や
「
狂
文
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
に
続
く
、
近
代
の
「
歌
文
」
と
し
て
、
新
た

な
文
学
領
域
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
視
点
を
立
て
て
、

「
一
葉
歌
文
」
の
実
例
と
見
な
さ
れ
う
る
も
の
を
挙
げ
て
み
た
。

　

こ
の
文
学
史
的
な
試
み
は
、
い
ま
だ
端
緒
に
付
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
今
後
は
、
一
葉
作
品

の
中
に
、
さ
ら
に
「
歌
文
」
と
名
付
け
ら
れ
る
例
を
探
索
し
た
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
他
の
近

代
文
学
者
た
ち
の
作
品
に
、「
一
葉
歌
文
」
と
同
様
の｢

散
文
＋
韻
文
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の

小
品
群
を
探
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
日
本
文
学
に
お
け
る
散
文
と
韻
文
の
関
係
性
を
考
察
す
る
、
新
た
な

視
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、「
短
編
小
説
＋
韻
文
」
と
言
う
ス
タ
イ
ル
を
も
、

視
野
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
文
学
と
絵
画
の
響

映
に
も
、
心
が
惹
か
れ
る
。
た
と
え
ば
、
俳
画
も
、
文
学
の
側
面
か
ら
新
た
な
光
を
当
て
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
規
模
は
、
不
思
議
と
、「
小
品
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
。
小
さ
な
世
界
に
豊
か
な
文
芸
性
や
芸
術
性
が
込
め
ら
れ
て
い
る
時
、
さ
さ
や
か
な
中

に
深
遠
な
人
生
観
や
人
間
観
を
見
出
す
だ
け
で
な
く
、
親
密
で
軽
妙
な
、
人
間
味
溢
れ
る
世
界

も
、
そ
こ
に
は
広
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
考
察
で
は
、「
一
葉
歌
文
」
に
お
け
る
軽
妙

洒
脱
な
側
面
が
表
れ
て
い
る
具
体
例
は
、「
小
萩
」
の
歌
文
な
ど
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

「
一
葉
」
と
い
う
筆
名
は
、
寄よ

る
辺べ

な
さ
や
儚
さ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
由
来
の
一
端
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
達
磨
禅
師
の
蘆
の
一
葉
舟
の
故
事
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
に
触
れ
た
一
葉
の
和
歌
を
日
記
の
中
か
ら
挙
げ
て
小
考
し
、
本
稿
の
締
め
括
り
と

し
た
い
。

　

次
に
挙
げ
る
の
は
、
大
田
南
畝
の
狂
文
集
『
四
方
の
あ
か
』
の
巻
頭
を
飾
る
狂
文
で
あ
る
。

　
　

達だ
る

磨ま

賛さ
ん

　

拈ね
ん

華げ

微み

笑せ
う

の
床と
こ

花ば
な

は
、
正
し
や
う

法ぼ
ふ

眼げ
ん

蔵ざ
う

の
帯
を
と
か
せ
、
教け
う

下げ

別べ
つ

伝で
ん

の
正
し
や
う

伝で
ん

節ぶ
し

は
、
文も

字じ

大だ
い

夫ふ

が
流
を
立
て
ず
。
蘆あ
し

の
一ひ
と

葉は

の
猪ち

よ

き
牙
舟
に
乗
り
て
、
九く

年ね
ん

面め
ん

壁ぺ
き

の
居ゐ

続つ
づ
けけ
と
は
、
汝
が

尻
の
腐
れ
縁
か
。
金
が
ふ
ん
だ
ん
だ
る
ま
な
る
か
。
か
ら
か
ら
喝か

つ

。

　
　

九く

年ね
ん

酒し
ゆ

の
つ
ま
り
肴ざ
か
なの
座ざ

禅ぜ
ん

豆ま
め

外ほ
か

に
本
来
一い
ち

物ぶ
つ

も
無な

し）
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文
章
ス
タ
イ
ル
の
「
賛
」
に
、「
達
磨
さ
ん
」
の
「
さ
ん
」
を
掛
け
て
い
る
題
か
ら
し
て
、

軽
妙
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
蘆
の
一
葉
の
猪
牙
舟
」
と
あ
る
。
達
磨
さ
ん
は
、
蘆
の
一
葉
に
乗

っ
て
川
を
渡
る
と
い
う
故
事
が
あ
り
、
画
題
で
も
あ
る
。「
一
葉
日
記
」
の
明
治
二
十
六
年
四

月
十
九
日
の
記
述
は
、
知
人
の
香
典
に
も
事
欠
く
生
活
を
、「
我
こ
そ
は
だ
る
ま
大
師
に
な
り

に
け
れ
と
ぶ
ら
は
む
に
も
足
な
し
に
し
て
」
と
詠
ん
で
、
暗
く
な
り
が
ち
な
日
常
を
、
軽
妙
に

乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。「
足
」
は
「
銭あ

し

」
の
掛
詞
で
あ
る
。

　

一
葉
は
、
言
葉
の
力
で
、
辛
い
憂
き
世
を
精
一
杯
に
生
き
抜
い
た
文
学
者
で
あ
っ
た
。

注

（
1
）
手
元
に
あ
る
『
校
訂 

樋
口
一
葉
全
集
』（
博
文
館
、
明
治
三
十
年
一
月
九
日
発
行
）
は
、
明
治
三

十
六
年
三
月
十
五
日
十
版
で
あ
る
。
こ
の
校
訂
版
全
集
の
冒
頭
に
以
下
の
よ
う
に
、
簡
略
で
あ
る
が

意
を
尽
く
し
た
略
伝
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
行
の
区
切
り
に
／
を
入
れ
た
。
全
六
行
で
あ

る
。

　
「
一
葉
女
史
、
樋
口
夏
子
君
は
東
京
の
人
な
り
。
明
治
五
年
／
三
月
二
十
五
日
を
以
て
生
る
。
歌

を
善
く
し
、
文
を
善
く
し
、
／
兼
て
書
を
善
く
す
。
始
め
て
筆
を
小
説
に
下
し
た
る
／
は
、
明
治
二

十
五
年
二
月
な
り
。
こ
ゝ
に
小
品
と
ゝ
も
に
、
集
／
む
る
も
の
二
十
四
篇
、
別
に
通
俗
書
簡
文
の
著

あ
り
。
明
治
／
二
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日
、
病
を
得
て
歿
す
、
歳
二
十
五
。」

（
2
）『
樋
口
一
葉
全
集
』（
塩
田
良
平
・
和
田
芳
惠
・
樋
口
悦
編
纂
、
全
四
巻
、
筑
摩
書
房
。
昭
和
四
十

九
年
三
月
〜
平
成
六
年
六
月
。
第
一
巻
（
小
説
上
）、
第
二
巻
（
小
説
下
・
未
完
成
資
料
）、
第
三
巻

上
（
日
記
Ⅰ
）、
第
三
巻
下
（
日
記
Ⅱ
・
随
筆
）、
第
四
巻
上
（
和
歌
Ⅰ
・
Ⅱ
）、
第
四
巻
下
（
和
歌

Ⅲ
・
書
簡
・
和
歌
索
引
）。
第
三
巻
と
第
四
巻
が
そ
れ
ぞ
れ
上
下
か
ら
な
る
の
で
、
全
六
冊
で
あ
る
。

　

そ
の
他
に
参
照
し
た
主
な
刊
本
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・『
樋
口
一
葉
来
簡
集
』（
野
口
碩
編
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
）

・
新
世
社
版
『
樋
口
一
葉
全
集
』（
監
修
幸
田
露
伴
、
全
五
巻
、
昭
和
十
六
年
〜
十
七
年
。
第
一
巻

（
責
任
編
纂
佐
藤
春
夫
、
小
説
一
）、
第
二
巻
（
責
任
編
纂
久
保
田
万
太
郎
、
小
説
二
）、
第
三
巻

（
責
任
編
纂
平
田
禿
木
、
日
記
一
）、
第
四
巻
（
責
任
編
纂
小
島
政
二
郎
、
日
記
二
）、
第
五
巻
（
責

任
編
纂
萩
原
朔
太
郎
、
書
簡
文
範
、
随
筆
、
和
歌
）、
別
巻
『
樋
口
一
葉
研
究
』（
和
田
芳
惠
責
任
編

纂
、
新
世
社
、
昭
和
十
七
年
）

・
小
学
館
版
『
全
集　

樋
口
一
葉
』
全
四
巻
（
前
田
愛
編
、
小
学
館
、
昭
和
五
十
四
年
。
第
一
巻
・

小
説
編
一
、
第
二
巻
・
小
説
編
二
、
第
三
巻
・
日
記
編
、
第
四
巻
・
評
伝
編
）

（
3
）
新
世
社
版
『
樋
口
一
葉
全
集
』
で
は
、
日
記
は
、
第
三
巻
（
昭
和
十
六
年
九
月
刊
）
と
第
四
巻

（
昭
和
十
六
年
十
二
月
刊
）
に
、
分
冊
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
三
巻
に
は
、「
若
葉
か
げ
」

（
明
治
二
十
四
年
四
月
〜
六
月
）
か
ら
「
に
つ
記
」（
明
治
二
十
六
年
七
月
）
ま
で
。
第
四
巻
に
は

「
塵
の
中
」（
明
治
二
十
六
年
七
月
）
か
ら
「
み
づ
の
上
日
記
」（
明
治
二
十
九
年
七
月
）
ま
で
が
、

ま
ず
最
初
に
位
置
し
、
そ
の
後
に
「
日
記
・
未
発
表
断
片
」
お
よ
び
「
書
簡
」
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。「
身
の
ふ
る
衣　

ま
き
の
い
ち
」
は
、「
日
記
・
未
発
表
断
片
」
の
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、「
書
簡
」
と
あ
る
の
は
、
一
葉
が
出
し
た
書
簡
が
、
通
し
番
号
で
一
か
ら
八
一
ま
で
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

（
4
）『
樋
口
一
葉
全
集
』
第
三
巻
（
上
）
八
頁
。

（
5
）
注
4
書
、
六
頁

（
6
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
樋
口
一
葉
と
徒
然
草
│
初
期
の
日
記
と
習
作
を
中
心
に
」（『
放
送
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大
学
研
究
年
報
』
第
九
号
、
平
成
三
年
三
月
）
で
触
れ
た
。

（
7
）
新
世
社
版
全
集
第
四
巻
の
、
小
島
政
二
郎
に
よ
る｢

後
記
」
の
冒
頭
に
、「
あ
あ
、
や
つ
と
註
が

出
来
上
が
つ
た
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
「
既
刊
の
日
記
」
と
あ
る
の
は
、
馬
場
孤
蝶
編
集
・
校

訂
『
一
葉
全
集
』
前
編
（
博
文
館
、
明
治
四
十
五
年
）
を
嚆
矢
と
し
て
、
一
葉
日
記
が
収
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
す
。
た
だ
し
、「
身
の
ふ
る
衣　

ま
き
の
い
ち
」
が
収
め
ら
れ
た
の
は
、

新
世
社
版
か
ら
で
あ
っ
た
。

（
8
）
注
4
書
、「
若
葉
か
げ
」、
一
六
頁
。

（
9
）『
樋
口
一
葉
全
集
』
第
三
巻
（
上
）、「
蓬
生
日
記　

一
」、
六
八
〜
六
九
頁
。

（
10
）
新
世
社
版
全
集
第
二
巻
付
録
の
「
一
葉
ふ
ね
」
第
一
号
に
、
木
村
荘
八
が
「
装
幀
に
つ
い
て
」
と

い
う
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
の
文
中
に
、
一
葉
の
小
袖
の
こ
と
が
「
面
白
い
の
は
胴
に
左

右
ほ
ん
の
少
し
づ
ゝ
四
角
な
色
変
り
の
は
ぎ
が
あ
る
こ
と
で
、
く
す
ん
だ
水
色
ち
り
め
ん
の
、
蛇
か

ご
や
杭
な
ど
を
ぬ
き
出
し
た
文
様
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
」、「
背
ぬ
ひ
に
か
け
て
細
く
浅
黄
色
に
飛
梅
を

白
く
ぬ
い
た
文
様
の
小
切
れ
が
二
寸
幅
ほ
ど
に
襟
元
か
ら
腰
ま
で
は
ぎ
合
は
せ
て
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
も
全
体
の
色
ど
り
か
ら
見
て
極
く
配
置
の
良
い
、
好
趣
味
で
す
」
な
ど
と
、
書
か
れ
て
い
る
。
日

記
に
出
て
く
る
「
小
萩
」
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
継
ぎ
接は

ぎ
し
た
着
物
の
端
切
れ
の
色
合
い
や
全
体

の
色
取
り
の
こ
と
が
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
興
味
深
い
。

（
11
）『
樋
口
一
葉
全
集
』
第
四
巻
（
上
）、
詠
草
44
、
三
三
〇
頁
。

（
12
）
樋
口
夏
子
著
『
一
葉
歌
集
』（
博
文
館
、
大
正
元
年
）
の
「
一
葉
歌
集
の
は
じ
め
に
」
の
末
尾
に
、

「
大
正
元
年
十
一
月　

佐
佐
木
信
綱
識
」
と
あ
り
、
冒
頭
文
に
も
「
さ
い
つ
頃
、
幸
田
露
伴
君
、
訪

ひ
来
ら
れ
て
、
故
一
葉
女
史
の
妹
邦
子
ぬ
し
、
姉
の
十
七
回
忌
の
記
念
に
、
故
人
の
和
歌
を
え
ら
び

て
一
巻
と
な
し
、
人
々
に
頒
ち
、
世
に
も
公
に
せ
む
の
企
あ
る
に
つ
き
て
、
そ
の
選
を
予
に
嘱
せ
ら

れ
ぬ
」
と
あ
る
。
佐
佐
木
信
綱
は
、「
歌
数
す
べ
て
三
千
七
百
六
十
四
首
」
の
中
か
ら
、「
つ
と
め
て

女
史
が
作
風
を
残
さ
む
こ
と
を
、
む
ね
と
し
」
て
、
新
年
の
歌
、
春
の
歌
、
夏
の
歌
、
秋
の
歌
、
冬

の
歌
、
恋
の
歌
、
雑
の
歌
に
部
立
し
て
配
列
し
た
。「
年
代
順
に
、
せ
ま
ほ
し
か
り
し
か
ど
、
詠
草

の
年
月
さ
だ
か
な
ら
ざ
る
も
の
多
か
り
つ
れ
ば
、
し
か
せ
ず
」
と
、
書
い
て
い
る
。

（
13
）
注
11
書
、
詠
草
46
、
三
三
七
頁
。
こ
の
詞
書
に
は
、「
汽
車
待
つ
間
の
遊
び
に
、
文
、
遣
し
ぬ
」

と
あ
り
、『
樋
口
一
葉
来
簡
集
』（
野
口
碩
編
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、

明
治
二
十
八
年
十
月
十
一
日
付
（
封
書
資
料
）
の
馬
場
孤
蝶
の
手
紙
の
中
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
時
に
出
し
た
孤
蝶
の
葉
書
自
体
は
残
っ
て
い
な
い
。

（
14
）『
樋
口
一
葉
全
集
』
第
三
巻
（
下
）、
感
想
・
聞
書
8
、
七
五
一
頁
。

（
15
）
注
14
書
、
七
五
二
〜
七
五
三
頁
。 

（
16
）
注
14
書
、
感
想
・
聞
書
11
、
七
七
六
頁
。

（
17
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
寝
惚
先
生
文
集　

狂
歌
才
蔵
集　

四
方
の
あ
か
』（
岩
波
書
店
、
一
九

九
三
年
）

 

（
二
〇
一
八
年
十
月
三
十
一
日
受
理
）
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一葉日記における和歌と散文

Waka and Prose in Ichiyo-Nikki

Yuko SHIMAUCHI

ABSTRACT

　This dissertation pays attention to the wakas scattered in the diary of Higuchi Ichiyo （樋口一葉, 1872～96）. In 
her diary Ichiyo shows a particular form of writing which adds a waka（和歌） in the end of each prose. The present 
writer tries to illustrate the author’s intention in using this form, comparing it with similar examples found in the 
Japanese classical literature. 
　Higuchi Ichiyo is generally known as the author of stories such as Take-Kurabe （たけくらべ）, Nigorie （にごり
え）, Otsugomori （大つごもり）, The Thirteenth Night （十三夜） etc.. But the brief biography put at the head of The 
Revised Edition of the Complete Works of Higuchi Ichiyo （『樋口一葉全集』）, which was published a month after the 
author’s decease, says, ‘she was excellent in waka, in prose and in calligraphy.’ The editor seems to think that waka 
was the most important portion of Ichiyo’s literally work.
　Ichiyo started her literally career by entering Haginoya（萩の舎） in 1886, when she was fourteen years old. 
Haginoya was Nakajima Utako （中島歌子）’s Kajuku （歌塾,  a private school where, besides waka, classical literature 
and calligraphy were taught）.
　Ichiyo-Nikki （一葉日記,  the diary of Higuchi Ichiyo） was started in 1886 and continued until two months before 
her death, although some part of it is  now missing. Some entries in it have wakas attached in the end of prose.
　In Japanese literature before Ichiyo, we find some literary forms which fuse prose and verse. For example, Haibun 
（俳文） by Matsuo Basho （松尾芭蕉） and Yokoi Yayu （横井也有） attaches a Haiku to a prose, while Kyobun （狂文） 
such as Yomo-no-aka （四方のあか） by Ota Nampo （大田南畝） attaches a Kyoka（狂歌） to a prose. In Ichiyo Nikki 
we find a form which attaches a waka to a prose. The present writer suggests to call this form ‘Kabun’ （歌文）.
　This dissertation aims at classifying Ichiyo’s Kabuns according to their thematic characteristics. Ichiyo’s Kabuns 
can be divided into three major groups, each of which has its own particular themes.
　The first group is related to Haginoya. Its themes are Kakai （歌会,  a contest of waka） and excursions in suburbs. 
　The second group is related to her longing for Nakarai Tosui （半井桃水） which brought her some anguish of heart. 
Nakarai Tosui was Ichiyo’s teacher under whom she studied writing stories.
　The third group was born from her intercourse with the young men of Bungakukai （文学界）. Its themes are her 
views on life and people etc..
　These Kabuns are closely related to the formation and development of Ichiyo’s literature. Particularly, the present 
writer intends to focus upon those Kabuns which make one feel Tsurezuregusa’s （徒然草） presence as the basis of 
Ichiyo’s thinking. There are some Kabuns, too, which vividly express the conflict between her sense of reality and her 
sense of nothingness, thus revealing a clear profile of Ichiyo as a thinker.
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